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☆作業日あれこれ
午後から忘年会になる12月の作業日は、天気

予報では曇りということで一安心しておりまし
た。夜半の雨音に、ここは希望的観測で朝にな
れば雨も上がる
と考えていたの
ですが、残念な
がら出かける頃
になっても雨は

、上がらず雨の中
。観察会ｽﾀｰﾄです

せっかくの忘年
会の日にも関わ
らずこの雨で参加
者が少なくなるかなとの思いもありましたが、
午前中の作業だけ参加という方も含めると本日
の参加は50人ちょうどと、雨にも負けず賑やか
な作業日となったところはさすがです。

観察会は通称盆栽お宅殿が担当で、草原広場
のｵｷﾞとｽｽｷの違いからです。昨年、大先生によ
り草原広場のわずかな高低差(土壌の乾湿)に適
応した形で、高い乾燥した場所には株立ちｽﾀｲﾙ
のｽｽｷの群落、低い湿気た場所にはｽｽｷにそっく
りだけれどもﾀｹのように地下茎を通して広がる

。ｵｷﾞの群落が生育しているのを確認されました
改めてその復習です。草地を森林に遷移するこ
とから保全するために、山焼きで管理される秋
吉台や阿蘇山などの話も出ました。こうした保
全活動では、防火帯を確保するための広範囲な
作業に多くの人が必要なことや、煙に巻かれて
の事故などの問題を抱えており、里山保全活動
以上の難しさがあるようです。次はﾓﾐｼﾞの林に
移動して、ﾓﾐｼﾞの林のｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ、ｸﾏにとって個
人的な思いのあるｲﾀﾔｶｴﾃﾞ、昨年発見されたｳﾘｶ
ｴﾃﾞをそれぞれ現物を前に解説しました。よく
似た名前にｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ(瓜肌楓)がありますが、
ともに樹皮がﾏｸﾜｳﾘの若い頃に似ているからで
すが、ｳﾘｶｴﾃﾞは余り高くならず秋にはｲﾀﾔｶｴﾃﾞ
と同じく黄葉、ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞは黄色から赤身を帯
びたｵﾚﾝｼﾞに色付くようです。この森には、他
にも葉が深く切れ込み、その形が猿の手に似て
いるのでｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ(猿猴楓)と名があるｶｴﾃﾞがあ
ると大先生が補足、しかし彼は仕入れたﾈﾀを全
部話さなくてはと熱が入り、延々と観察会は続
いておりました。観察会の最後には、野鳥観察
小屋のある池の周りに移動し、遊林会のﾍﾞﾃﾗﾝ
達により池に沿って車椅子で通れるように作っ
た新しい観察路の開通式ﾃｰﾌﾟ･ｶｯﾄをやることに

新橋の渡り初め

なったのです。こだわりの自然土舗装材を使用
した路盤や、水に強い国産材のｸﾘやﾋﾉｷの心材
を利用した水路をまたぐ橋の整備によって、車
椅子での森の大回り一周がやりやすくなりまし
た。せっかく車椅子が通行できるようになった
のだからと、車椅子生活経験のあるｸﾏに渡り初
めが求められました。整備された路盤や橋は苦
労して勾配が抑えられており、楽々と通行する
ことができました。軽ﾄﾗ野郎殿は 「ええもん、
や！」と自画自賛をされておりました。

雨の中の作業でしたが、草原広場では6台の
刈払機がｴﾝｼﾞﾝ音を響かせ、ｽｽｷやｵｷﾞを刈り取
っていました。一網打尽とはいえ、一部のﾔﾅｷﾞ
やﾀﾆｳﾂｷﾞにはﾃｰﾌﾟの目印を付け、かつての大先
生呆然事件(ﾀﾆｳﾂｷﾞ殲滅)にならないように留意
されているのはもちろんのことです。今回もﾅﾗ
枯れ調査がされていましたが、どこを彷徨って
い た の
か 、 森
の 中 で
彼 等 に
出 会 う
こ と は
あ り ま
せんでした。
第2駐車場の近くの竹林では今月もｸﾗﾌﾄ用竹材
の伐り出しが行われ、この中には作業小屋も何
もなかった頃、車椅子の奥さんと一緒に参加さ
れていた方の姿もありました。作業小屋では、
餅つきやこれも恒例になった焼き焼きﾊﾟｰﾃｨの
準備です。正午になれば餅つき開始ですが、午
前中のｸﾗﾌﾞ活動を終え駆け付けたいつもの高校
生と父親もいましたが、蒸し上がった餅米をこ
ねるとｷﾞｬﾗﾘｰから腰が入ってないとか多くの声
がかかりました。彼等が餅つきの前座、途中で
ﾁﾋﾞｯｺ達がそれぞれ餅つき体験、仕上げは力任
せにつく(本人は力に非ず、要領でつくのやと
申しておりましたが････)ﾍﾑｽﾛｲﾄﾞ村御一行様の
出番です。つき上がれば一年間の活動の無事に
感謝して大先生の発声で乾杯、忘年会が始まり
ました。ｸﾏは森守堂の囲炉裏に火を熾し、二次
会の準備をしておりましたので、作業小屋での
本番が終わればﾄﾗ共はそちらへ移動です ﾎｰﾑﾍﾟ。

、ｰｼﾞには面々の集合写真がｱｯﾌﾟされていますが
その中にはｳｨｽｷｰのﾎﾞﾄﾙを逆さまにして、飲み
きったことをさりげなく語る親方の姿が全てを
語っているようです。こうして12月の第2土曜
日の作業日は過ぎて行きました。
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2009年最後の活動日は第4水曜の23日。この
日は祝日で、いつもより少し人数が多く23人の
参加がありました。作業は枯損木の伐採を中心
に、年末らしく森の枯れ枝除去作業です。まず
はﾋﾟｻﾞ窯裏で枯れていたｱﾗｶｼの木を伐採。久々
のﾁｪｰﾝｿｰ仕事です。結構大きなｶｼだったので、
伐採して玉切りした後は薪割り班と枝の処理作
業班に分かれました。昨年末、世間が年末休み
に入った初日にこの地域には近年まれに見る大
雪が降り、たいへん多くの木や枝が折れてしま
いました。遊林会では1月の作業から早速その
処理を始め、ほぼ毎週作業し続けましたが、そ
れでも処理をほぼ終えたと言える状況になった
のはようやく5月に入ってからのことでした。
これだけ作業してもまだ折れた枝が残っている
ところがあり、この日は手の届く（高枝ﾉｺｷﾞﾘ
が届く）範囲だけでもやろうと1年越しの処理
作業も実施しました。単なる折れた枝といって

、 、も 太いものでは直径20 を超える物もありcm
薪割り機で割るほどの「枝」もあってなかなか
手間のかかる作業です。この日の作業は午前の
みで終了、かくして2009年の作業も無事に終了
することができました。

そして第4水曜日といえば豪華な昼食ﾒﾆｭｰ。
本年最後を飾るにふさわしいﾒﾆｭｰはやはり松本
さんのおから。そしてこの日は祝日ということ
で参加いただいた山田棟梁が、ﾋﾟｻﾞ窯を使って
ﾋﾟｻﾞを焼いた他、見事な鯛の塩釜を2尾焼いて
くださいました。偶然にもこの日は夕刻からｸﾘ
ｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ。ﾘﾊｰｻﾙのため12時に到着された演奏
者の清水さんたちにお昼をご一緒にとお誘いし
たところ、超豪華な昼食ﾒﾆｭｰにｷｬｰｷｬｰと歓声が
上がっていました。女性を中心とした昼食づく
り班の方々には、今年もおいしいお昼ごはんを
たくさん作っていただきました。ちなみに2009
年1月から12月の間、木ままｸﾗﾌﾞをのぞく遊林
会定例活動は24回、参加人数は677人です。つ
まり約700人分の昼食を作ってくださったわけ
です。本当にありがとうございました。

☆いきものの森・ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
12月16日の高校生の体験作業を最後に、今年

の子どもたちへの環境学習は終了しました。こ
の秋は新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞや台風の影響があったもの
の忙しさは変わらず、12月上旬の最後の団体ﾋﾟ
ｰｸを迎える頃にはｽﾀｯﾌもﾍﾄﾍﾄでした。が、何と
か全員ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞにもかからず、無事に多くの子
どもたちと森での楽しい時間を過ごせたことを
うれしく思います。かといって1月以降学校が
来ないかというとそれがそうでもなくて、3月

、までの間に4つの小学校・保育園が予約済みで
それぞれ「冬」の森を楽しむために来訪されま
す。最近、知り合いの方などから「この前うち
の子どもが（もしくは孫が）学校から森に行っ

、『 』 」てきてね 面白かった！ って言ってたわ！
という声を度々聞くようになりました。ありが
たいことです。来年も子どもたちをはじめたく
さんの人に「森は楽しいところ」と思っていた
だけるようにしていきますので、よろしくお願
いします。

☆森のｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ
第4水曜活動日の夕方に行われた恒例のｸﾘｽﾏｽ

ｺﾝｻｰﾄは、おなじみ大阪ｾﾝﾁｭﾘｰ交響楽団の清水
さんはじめ女性4人による弦楽四重奏でした。
お昼に遊林会の豪華昼食を食べて頂いたせい
か 今回も熱のこもった演奏をお聴かせいただ!?
きました。ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾁｬｲｺﾌｽｷｰ弦楽四重奏曲
第一番をはじめ、後半からは山下達郎のｸﾘｽﾏｽｲ
ﾌﾞに始まり、青い山脈やいい日旅立ち、川の流
れのように、涙そうそう、そして見上げてごら
ん夜の星を など聴きなじみのあるﾗｲﾝﾅｯﾌﾟで楽
しませていただきました。大阪府をはじめ国の
厳しい財政状況の中 「ｸﾗｼｯｸ音楽を身近に」を、
訴えられる清水さんの目に涙が浮かんだ場面も
あり、いろいろな面で感動させていただいたｺﾝ
ｻｰﾄとなりました。このｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄを行うこと
ができるのも、地元の湖東信用金庫様から毎年
頂いているご寄付のおかげです。ありがとうご
ざいました。

「冬の森でたき火を楽しもう！」☆家族向けｲﾍﾞﾝﾄ
1月16日（土）10 00～15 00 定員20人 400円: :
小学生とその保護者対象の、冬の森でたき火を
楽しむｲﾍﾞﾝﾄです。お孫さんとでも 。お申OK
し込みはﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰまで。

☆1月の木ままｸﾗﾌﾞ
1月は14日（木）と21日（木）が木ままｸﾗﾌﾞ

活動日です（9 00～15 00 。そもそもﾅﾗ枯れ対: : ）
策の特別活動日としてｽﾀｰﾄした木ままｸﾗﾌﾞも、
2010年で丸3年経ちます。2009年はﾅﾗ枯れ対策
だけでなく、途方に暮れるほど大量の大雪被害
枝処理をはじめ、歩道・木道づくりまで様々な
作業を実施していただき、25回・255人の参加
がありました。1月からは、ﾅﾗ枯れ被害木の伐
採作業を中心に行う予定です。

☆1月の作業日、お昼は？
毎年1月の第2土曜作業日のお昼は、おいしい

ぜんざいが出ます。甘い物好きの方もそうでな
い方も、新年最初の作業を楽しみましょう。冬
は落ち葉かきのｼｰｽﾞﾝ。晴れていればﾁﾋﾞｯｺ達の
作業もたくさんありますよ！

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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